
「コミュニティキャンパスおかやま」が
スタート！
「コミュニティキャンパスおかやま」が
スタート！
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クロスワードパズルを解いて、プレゼントに応募しよう。
連携自治体の赤磐市の問題を出題しています。
必要事項を記入の上、右記メールアドレスまでご応募く
ださい。正解者の中から抽選で10名様に「岡山県立大学
グッズセット」をプレゼントします。（今回は赤磐市から
あかいわモモちゃんのプレゼントもあります。）

回答 エク
E FB DA C

締め切り：2020年1月31日金

必要事項
•件名に「クロスワードプレゼント」と記載。
•本文に「答え」「氏名」「郵便番号」「住所」「年齢」「電話番号」を記載。

個人情報の取扱について
•お寄せいただいた個人情報は、当クロスワードパズル以外の目的
には使用いたしません。

10名様

COC+COC+
クロスワードパズルクロスワードパズル
※カタカナでお答えください
※小文字の拗音（ャ、ュ、ョ）や促音（ッ）は大文字の直音として扱います

ヨコのカギ

メールアドレス：cocplus@oka-pu.ac.jp

Presents

OKAYAMAPREFECTURALUNIVERSITYOKAYAMAPREFECTURALUNIVERSITY

文部科学省「地（知）の拠点大学による地方創生推進事業」文部科学省「地（知）の拠点大学による地方創生推進事業」

OKAYAMACOC
NEWSLETTER

OKAYAMACOC
NEWSLETTER
岡 山 県 立 大 学 C O C＋ニュースレター岡 山 県 立 大 学 C O C＋ニュースレター

++

【発行元】岡山県立大学地域共同研究機構 COC+ 推進室
〒719-1197 岡山県総社市窪木111
TEL：0866-94-2207　FAX：0866-94-2206

地域で学び地域で未来を拓く “生き活きおかやま” 人材育成事業

Community campus okayama

Pickup VOL.6
2019.12.12

おかやまCOC+の参加大学9校がスクラムを組み、大学の研究シーズを活用し、
社会貢献活動に取り組みます。（写真は8月3日に総社市で行われた親子で学ぶ
プログラミング教室の様子）

１. 赤磐市仁堀中にある創業30年以上が経過した「○○○○ワイナリー」。 
3. 素戔嗚尊（すさのおのみこと）が出雲で八岐の大蛇を退治した折に、血染めの真
剣を洗い、滝水で身を清めたことが由来とされている「血洗の○○」。

5. 赤磐市の熊山駅は2019年6月1日以降、「○○○○○」です。 
7. 落語の演目のうち、一般に江戸時代から明治時代・大正時代にかけて作られた
ものを「○○○落語」という。

9. ある患者の疾患の診療方針全般に対して主たる責任を有する医師のことを「○○○
○○」という。 

11. 19 世紀の大英帝国時代のロンドンで生まれた植物をガラス容器に入れて育て
る方法の「○○テラリウム」が人気です。

12. スペインで7月に開催されるサン・フェルミン祭は「○○○○祭り」で有名です。
14. 主にコーヒーを扱う日本の商社（卸業）の「○○○○コーヒー」。 
15. 赤磐市には「未来へつなぐ～赤磐市の○○」という曲があります。 
16. 赤磐市にある岡山農業公園クローネンベルク「ドイツの○○」に行こう！ 
17. 赤磐市にある人の手で揺らすことが可能なバランスで存在する「ゆるぎ○○」は
岩神神社の御神体です。 

1. 世界三大穀物の一つで、「○○○」は古くから栽培され、パンの原材料です。 
2. 赤磐市にある鴨神社には幹が三叉に文枝している大木「○○○○杉」があります。 
4. 赤磐市観光サイト「胸○○○！あかいわ」を知っていますか？
6. 身分の高い家柄の若い男子や貴族の子を「○○○○」と呼びます。
8. 比喩的にある分野・社会で絶対的な力や権威をもつものを「○○○○」と呼びます。 
9. 光り輝く竹の中から見出され、翁夫婦に育てられた少女かぐや姫を巡る「○○
○○物語」。 

10. 野球における攻撃側走者の進塁方法の一つである「○○○○」。 
11. 赤磐市には「○○○」と楽しめる吉井竜天オートキャンプ場があります。 
13. 互いに同じようなことをいつまでも繰り返すだけで、決着がつかないことを「○
○○ごっこ」という。

タテのカギ

岡山県立大学グッズセット

七番勝負第六局七番勝負第六局

産学連携では、持続的な雇用創出を目指し、地域産業支援による産業活性化の推
進と雇用創出、地域での就業機会の環境整備を進めています。 
そのため、①地域産業のニーズに対し、大学のシーズとのマッチングを取り、共同研
究を推進することによる産業振興、②雇用先の開拓や学生と企業のミスマッチを防
ぐ観点から、地域企業を対象とした 4 週間の長期インターンシップの実施、③学生
が求める企業の理念や業績、職場環境と企業が求める学生の能力やキャリアとの
マッチングのシステム化に取り組んでいます。 
また、岡山県立大学協力会との協働で、会員企業向けの技術講習会や学生向けの
業種・会社説明会を開催しています。

域学連携の取組
～地域産業支援による持続的な雇用創出～

連連連連載載載載
長期インターンシップ（エンジニアリング演習）の

受入れ先（今年度）

内山工業㈱、オージー技研㈱、興南設計㈱、ヒルタ工業㈱、
㈱アステア、㈲アクシス、岡山ネットワーク㈱、㈱システムズ
ナカシマ、㈱トンボ、タカヤ㈱、㈱イタミアート、松芝エンジ
ニアリング㈱（計16名） 

雇用マッチングシステムの概要



コミュニティキャンパスおかやま

親子で学ぶ
プログラミング教室

”歩得”健康商品券　健康講座①

”歩得”健康商品券 健康講座②

8/3土12:30~16:30

9/21土10:00~12:00

11/18月9:00~11:00

総社市（岡山県立大学）
４名
４3名

場 所

参加学生

参加者

総社市（岡山県立大学）
4名
36名

場 所

参加学生

参加者 総社市（サンロード吉備路周辺）
4名
22名

場 所

参加学生

参加者

備前市（備前市総合運動公園内体育館）
8名

場 所

参加学生 参加者

総社市（総社市中央公民館）
10名

場 所

参加者

総社市（総社市役所周辺）
20名

場 所

参加者

備前市（備前市市民センター）
12名

場 所

参加者

笠岡市（笠岡市保健センター）
約180名

場 所

参加者

真庭市（真庭市立中和小学校）
30名
就実大学

場 所

参加者

協 力

おもしろたのしい科学実験

歩得・食得
元気なからだ教室（運動編）

笠岡市健康まつりinかさおかへの協力

備前市こども
応援フェスタへの協力

子どもとともに楽しむ
外国語教育

誰でも楽しく学べるバイオリン
体験教室

大学と地域が切り開く未来～COC+発展の必要性～

開催期日

開催場所

令和２年2月１７日月１３：３０～
１７：００～情報交換会も予定しております。
ホテルメルパルク岡山（岡山市北区桑田町1‐13）

8/20火9:30~11:30

おかやまCOC+シンポジウム２０２０
地域創生推進士が創る

担当
岡山県立大学情報工学部
坂口浩一郎、荒井剛、
小椋清孝、高林健人、
滝本裕則

地域と大学が協働する 

1ALL OKAYAMAで
社会貢献に取り組みます
ALL OKAYAMAで
社会貢献に取り組みます
おかやまCOC+の一環として、参加大学9校が
スクラムを組み、各大学の研究シーズを活用し、
地域に出向いて、社会貢献に取り組みます。

2
大学の一方的な活動ではなく、自治体へ大学の
シーズを提供し、地域のニーズとマッチングを
行い、地域に即した活動として、取り組みます。

地域のニーズに合わせて
取り組みます

地域のニーズに合わせて
取り組みます

3
学生も参加することで、キャンパス内での学び
を応用する場として、地域が教育活動の実践の
場となります。

学生を地域（フィールド）で
育てます

学生を地域（フィールド）で
育てます

10/24木10:00~11:30

担当

吉備国際大学外国語学部
池上真由美

担当
岡山県立大学情報工学部
綾部誠也

担当
岡山県立大学情報工学部
綾部誠也

担当
岡山県立大学情報工学部
綾部誠也

担当
岡山県立大学情報工学部
綾部誠也

担当
岡山県立大学保健福祉学部
安久津太一

担当
岡山県立大学
保健福祉学部
柏まり

担当
岡山理科大学
科学ボランティアセンター
高見寿

11/18月10:00~11:30

開催予告

11/9土10:30~14:00

3つの
　　ねらい
3つの
　　ねらい

Activities

地域でつながる
域学連携活動

9/11水
7:00~8:00

ビジュアルプログラミング言語である「Scratch」を使って、親子
で簡単なゲームプログラミングを学びました。

食習慣改善を主たる目的とする事業であり、その効果をさらに確実な
ものにするための運動についての講和・実技指導が行いました。

笠岡市が主催した“健康まつりinかさおか”を共催し、身体の骨の測定を分担
し、多数の来場者があり、骨の健康に対する市民の高い関心に応えました。

サンロード吉備路から五重塔などの市内名所を巡る5kmコースを、フォーム
や疲労度を確認しながら歩きました。

バイオリンを触るのが初めての中、グループで練習し、教えあいながら、最終的
にはみんなで演奏を合わせることができました。

備前市が主催した“こども応援フェスタ”に協力し、未就学児を対象に
「新聞紙プール」、就学児を対象に「大型オセロ」をブース出展し、多く
の子どもたちが遊びに来てくれました。 

「簡単」、「時短」を目標に「秋の食材を使った簡単レシピ」と題
して家庭でできる糖尿病予防のための調理実習を行いました。 

総社市内中心部に設置された3km 
ウォーキングコースにて、健康づくりのた
めの最適な歩き方の指導を行いました。

児童生徒とともに楽しみながら英語教育に取り組むために、学校現場で
役に立つ学習活動や指導方法を紹介しました。

身近な素材で工作できる「くるくる風車」や思考力を試される「ワンカット
折り紙」をみんなで作って楽しみました。

歩得・食得
元気なからだ教室（調理実習編）

担当
岡山県立大学保健福祉学部
平松智子

9/12木9:30~13:00

総社市（岡山県立大学）
8名

場 所

参加学生 参加者 36名

約100名

11/10日12:30~15:30

主催：おかやまCOC+推進協議会　協賛：岡山県立大学協力会

入場無料
当日参加可能


